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抄録
臨床における「清拭」援助に関する研究内容を概観し、研究動向から教育への示唆を得ること

を目的に、医学中央雑誌 Web 版にて「清拭」「全身清拭」をキーワードとし、過去約10年、「原著
論文」で国内文献の検索を行った。結果、238文献が抽出され20文献を対象とし、研究目的、対象、
方法について一覧表を作成し研究の動向について分析を行った。患者・看護師の認識に関する研究
15件（患者の認識、清拭の身体への影響、清拭の身体・認識への影響、看護師の認識、患者および
看護師の認識）、実験研究５件（感染、物品の検証および管理）に分類された。研究対象が患者か
ら看護師へと変化し、内容も患者満足度やケアの充実から看護師の満足度や知識・技術を問うもの
へと変容していることが伺えた。また、実験研究の件数は少なく、臨床現場で実験的な研究を実施
することは困難であることが考えられた。
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Ⅰ．緒言

　高度医療技術の急速な進化に伴い、医療現場
においては、検査や治療方法だけでなく、看護
師が行うケアの在り方も変化している。宮脇

（2018）は、「多忙を極める医療現場では、業務
の効率性、安全性が重視され、看護師の行う看
護においても、安心、癒し、慰めといったケア
で重視すべきコンフォート（comfort）から遠
ざかる傾向がある。科学・医療技術が進歩する
以前の看護師は、自分自身の五感を活用したケ
アを提供していた。それは、患者へのまなざし
であり、慰めることばであり、そっと触れる、

擦るといったように、患者の傍らにあって自身
の身体を用いたケアであった」と述べている。
　川島（2020）は、「清拭は身体清潔に加えて「安
楽をもたらすケア」の最も象徴的な技術である
ことを忘れてはならない」と述べている。看護
において「清拭」は、まさにケアで重視すべき
コンフォートを提供することができる技術であ
ると言えるのではないだろうか。日常生活援助
技術は、看護が担う療養上の世話という役割の
具現化であり、なかでも清拭は、看護師が目と
手を使って実施するケアの代表格であり、看護
の原点といわれている（川島，2011）。しかし
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ながら、多忙な臨床の中では、時間短縮のため
に効率性を優先した看護援助が行われている

（石川， 2015）のが現状である。
　近年、フェイスタオルやウォッシュクロスな
どの綿素材のタオルに替えてディスポーザブル
の使い捨てタオルを取り入れている施設も増え
ている。ディスポーザブルの使い捨てタオルで
あっても、石鹸清拭と同様に快適感や爽快感が
得られ、綿タオルよりも清浄度が高く、効率が
良いといった報告もされるようになった。一方
で皮膚表面温度が低下するという問題点が指摘
され、綿タオルの保湿性の方が優れているとい
う報告もある（宍戸，2016）。
　このように、臨床で実施されている「清拭」
は時代と共に少しずつ変化している。しかし、
看護教育で行われている技術内容は、時代を受
けて大きく変容していることはなく、従来通り
原理・原則に基づいた形の技術教育であり、臨
床との乖離が生じている（菊地，2019）。また、
この乖離について、学生が感じるギャップなど
の内容を把握した上で、明らかにされているエ
ビデンスと慣習で行っている技術について、原
理原則に立ち戻って考えることができるような
教育が必要である（菊地，2019）。そのためには、

「清拭」を教育的視点のみならず、看護師の視
点や看護を受ける患者・家族の視点などからも
調査し、援助技術の臨床における評価や技術の
発展に向けた方法の検討・開発など、多角的に

「清拭」という技術について探究することが必
要と考えている。
　そこで今回は、臨床でどのようなことに関心
が置かれたり、課題とされたりしているのか等
について、臨床における「清拭」に関する研究
論文の動向を調査・分析することで、「清拭」
の現状や課題等について明らかにしたいと考え
た。

Ⅱ．研究目的

　臨床における「清拭」援助に関する研究内容
を概観し、研究の動向から今後の看護基礎教育
への示唆を得ることである。

Ⅲ．研究方法

１．文献選択

　医学中央雑誌 Web 版において、「清拭」「全
身清拭」のキーワードで、年代を過去約10年

（2008 ～ 2019年７月）、文献の種類を「原著論文」
で国内文献の検索を行った。その中から、看護
分野ではないもの、環境を対象としているもの、
新人教育や臨地実習に関するものを除外した。
さらに、これらの文献の中から教育現場や実験
室ではなく、「臨床の場」を研究フィールドと
している文献を最終的な分析対象とした。

２．文献検討の方法

　抽出された各文献から、「清拭」に関する研
究内容を概観するために、年・研究テーマ・研
究目的・研究対象・研究方法について抽出して
一覧表を作成した。次に、研究の内容について
研究者間で分析し、その内容分類から研究の動
向について分析した。

Ⅳ．結果

　「清拭」「全身清拭」のキーワードで文献検索
を行い238文献が抽出された。その中から、看
護分野ではないもの、環境を対象としているも
の、新人教育や臨地実習に関するものを除外し
た結果、45文献となった。この45文献の中で、
清拭の身体・認識への影響に関する研究20件

（清拭の身体への影響、清拭の身体・精神への
影響、認識）、感染に関する５件、タオルの温
度管理に関する１件（計25件）は、非臨床の場
で行われた実験研究であり分析の対象から除外
した。そこで、本研究では「臨床の場」をフィー
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ルドとしている20文献を分析の対象とした。
１．臨床をフィールドとした研究の概要

１）患者の清拭に対する認識と身体への影響に

関する研究

　患者の清拭に対する認識と身体への影響に関
する研究は10件（文献 No. １～ 10）であった。
2008年～ 2013年の期間にはその90％（９件）
の研究が行われていた。これらの10件の研究は、
清拭に対する患者の思いや満足度などについて
明らかにすることを目的としている研究（文献
No. １～５、９～ 10）が多く、参加観察や半構
成的インタビュー、質問紙調査等による研究方
法によって、患者の清拭に対するニーズを捉え
ることを目的として取り組まれていた。これら
の研究において、清拭の方法や、タオルの枚数
や温度管理、室温、清拭の時間帯などについて
は、他の項目と比較すると不満を回答している
患者が多かった。
　清拭が患者の身体に与える影響についての研
究（文献 No. ６～ 10）は、清拭時の膀胱温・
皮膚温・循環動態の変化、心筋酸素消費量測定、
唾液アミラーゼ測定など、身体への影響を客観
的測定によって明らかにすることで、効果的か
つ患者に負担の少ない清拭を見出すことを目的
に取り組まれていた。これらの研究は、低体温
療法中の患者や急性心筋梗塞後の患者、ICU
入室中の患者、大動脈バルンパンピング中の患
者、胸腔鏡下肺葉切除を受けた患者を研究対象
として、侵襲の大きい治療を受けている患者へ
の清拭の影響を検証している研究であった。そ
の結果、清拭前後のバイタルサイン、循環動態、
唾液アミラーゼの変化に有意差は認められてお
らず（文献 No. ６、９、10）、身体侵襲は低い
ものの清拭を不快な体験ととらえている患者や、
清拭後の寒さを感じている患者もいた。一方で、
急性心筋梗塞後の患者は、清拭による心拍数や
心筋酸素消費量が上昇し、清拭後に動悸や呼吸

困難感、不整脈が認められていた。また、清拭
による唾液アミラーゼ値の変化に有意差が認め
られた患者は、処置の有無、男女差、意識レベ
ル清明～Ⅰによって影響を受けていた（文献
No. ７、８）。
２）看護師の清拭に対する認識とその実態に関

する研究

　看護師の認識に関する６件（文献 No. 2、11
～ 15）の研究は、その中の４件（文献 No. ２、
11、13、14）が質問紙調査による研究であり、
清拭に必要な知識、清拭に対する満足度と実態
調査について明らかにすることを目的に取り組
まれていた。清潔ケアに関する看護師のアセス
メントや、その実践について明らかにするため
の研究（文献 No. 12、15）は、非構成的インタ
ビュー（文献 No. 12）やエスノグラフィー（文
献 No. 15）による研究方法が用いられていた。
　これらの研究において、看護師は、清拭が自
分の価値観や信念を込め、専門的創造的自律的
に実践できる技術であり、看護の専門性が発露
され患者に快を与えられる技術として、看護実
践の拠り所となる技術であると認識していた

（文献 No. 15）。しかし、清拭方法の実態として
蒸しタオル清拭が約８割と最も多く実施され、
看護師は蒸しタオル数本による全身清拭による
不十分な清拭効果などにジレンマを感じ、半数
以上の看護師は自身のケア行為にも満足してい
なかった。また、ケアを受ける患者の満足も得
られていなかったという結果もあった（文献
No. 11、14）。さらに、臨床経験４年目までの
看護師を対象に行った清拭に関する現状調査で
は、先輩の指導を受けていない看護師は47%、
患者にいつも声掛けをしている看護師49％は約
半数に留まっていた（文献 No. ２）。
　清潔ケアに必要なアセスメント内容は、「観
察から得た患者の状態」「看護師の援助経験、
自身の経験」「病棟のルール・習慣」「雰囲気」
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「業務量」「設備」であり、全身清拭の知識項目
として高い水準で同意の得られた項目（105 ／
139項目）は、< 入浴禁忌の条件 >、< 清潔援
助方法の選択を判断するための観察の視点 >、
< 入浴動作に伴う循環器・呼吸器への影響 >、
< 全身清拭実施時の留意点 > であった（文献
No. 12、13）。
３）清拭に関する実験研究

　臨床の場における実験研究は、感染に関する
研究（２件）と、清拭に用いる物品の検証とそ
の管理に関する研究（３件）であった。2009年
に簡単クロスと従来の清拭タオルの温度変化を
比較した研究（文献 No. 18）の後、2019年「清
拭用ホットクロス」と従来の清拭タオルによる
患者の満足度や看護師の効率性・負担感につい
ての研究（文献 No. 20）が行われるまで、10年
間患者を対象とした物品の検証は行われていな
かった。
　これらの研究において、清拭タオルからはさ
まざまな常在菌が多く検出されたり、清拭車に
ついては注水タンクから加温庫内に通じる部分
から細菌が検出されたが、消毒されたタオルか
らは菌が検出されず、清拭タオルの臭いに対し
て不快を感じる割合も減少した（文献 No. 16、
17）。また、物品に関する研究では、約６割の
施設で再生使用タオルが導入され、約３割の施
設でディスポーザブルの清拭タオルが導入され
ていた。再生使用タオルの洗濯工程については、
熱水以外の清毒が組み込まれている施設は半数
以下であった。多くの施設では菌の繁殖を防ぐ
ために湿潤、加温した後の再生タオルの時間管
理が行われていたが、洗濯から使用までの管理
については課題が指摘されていた（文献 No. 
19）。清拭で用いる綿タオルと保温性のある不
織布タオルによる物品の検証では、患者の評価
では不織布の方が ［温かさ］［肌ざわり］［気持
ちよさ］の数値が高く、看護師の評価において

も不織布の効率性の方が高く、負担感が低かっ
た（文献 No. 20）。

２．年代別における研究内容の動向

１）2008年～ 2013年の特徴

　この期間の特徴は、患者・看護師の認識に関
する研究が11件（73％）であり、患者の思いや
満足度など患者からの評価やニーズを捉えるこ
とを目的に取り組まれていた。また、この期間
に臨床において取り組まれた実験研究は２件

（文献 No. 16、18）のみであった。
２）2014年～ 2019年の特徴

　この期間の特徴は、患者・看護師の認識に関
する研究が４件（27%）のみであり、その中で
看護師の認識を問う３件の研究（文献 No. 13、
14、15）は、清拭に必要な知識、看護師の清拭
に対する満足度と実態調査、清拭に対する看護
師の認識について明らかにすることを目的に取
り組まれていた。また、この期間に臨床におい
て取り組まれた実験研究は３件（文献 No. 17・
19・20）であった。

Ⅴ．考察

　本研究で臨床をフィールドとした文献は20件
であり、その内容は、患者・看護師の認識に関
する研究（患者の認識、清拭の身体への影響、
清拭の身体・認識への影響、看護師の認識、患
者および看護師の認識）と実験研究感染、物品
の検証および管理）であった。これらの文献か
ら、臨床における「清拭」援助に関する研究か
らみえる現状と教育への示唆について考察する。

１．臨床における「清拭」に関する研究の動向

からみえてくる現状

　先ず臨床における「清拭」に関する研究の動
向としてみえてきたことは、研究対象が患者か
ら看護師へと変化していることである。研究内
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容に関しても、患者満足度やケアの充実などを
評価する視点から、看護師の満足度や知識・技
術を問うものへと変遷していることが伺える。
また、臨床で行われている実験研究の件数は非
常に少なく、臨床現場で実験的な研究を実施す
ることが難しいことが考えられた。研究対象が
患者である場合、より慎重な倫理的配慮の必要
性、手続きの煩雑性などもその要因として考え
られた。一方で、「清拭」に関する研究論文の
全体的な傾向として、実験研究が主流となって
おり、特に2015年以降、「清拭」の身体への影
響を明らかにするための健常者を対象とした研
究が急増していており（下地，2016；山下，
2016； 松 本，2018； 佐 久 間，2018； 小 島，
2018；石井，2019）、その方法論も多岐にわたっ
ている。また「清拭」に関連した感染に関する
研究件数も2014年度以降急速に件数が伸びてい
る（松村，2014；平野，2015；石原，2017；石
井，2018）。これらは、臨床では実施困難な実
験研究が非臨床の場で実施されているといった
結果を示すものであり、エビデンスが求められ
る時代背景も影響していると思われる。また、
看護教育機関においても2008年に166校だった
大学が2019年には272校にまで増え（厚生労働省，
2019）、看護教育の大学化が加速し、大学院教
育の充実なども影響していると言えよう。これ
らが「清拭」に関する研究動向の全体的な特徴
である。

２．基礎看護学教育への示唆と課題

　時代背景と共に看護業務は、患者の安全性や
効率性が重要視され、在院日数の短縮化を受け、
必然的に診療治療業務を中心とした流れとなっ
ている。そのため、日常生活援助は看護師業務
から補助者業務へと移行されていく流れも否め
ない（中岡ら，2017）。しかし、患者の病床環
境は、治療の場として我慢を強いられることが

日常となり、生活の場というニュアンスが薄れ
ているのではないだろうか。日常生活援助に対
する看護師の思いは、深田ら（2007）の「臨床
看護師の49％が清潔ケアに負担を感じている」
という報告からも、以前から既に明らかにされ
ていたことである。今回の研究の動向と合わせ
て考えてみると、患者中心に考えられていた研
究のテーマの中心が、看護師の満足度や知識や
技術へとシフトしており、臨床の場以外の部分
も含めた全体的な傾向としては、実験研究が中
心となっていることが明らかとなった。これは、
看護の科学性が求められている結果として、エ
ビデンスやアウトカムを追及する現れであろう。
これは、看護を発展させていく上で必要不可欠
なことであるので喜ばしい傾向である。大学教
育が充実し、看護職が研究に向かう機会が増え
た結果でもあり、看護の発展にも寄与できると
考える。本来、看護研究の目的は最終的に患者
に役立つものでありたいと願っているが、実験
研究の実現可能性は高いが患者に接近したもの
ではないため、患者の実情とはかけ離れたもの
になる可能性もある。その特徴を理解した上で、
研究成果を取り扱っていく必要があると思うが、
その成果がどれだけ臨床現場に還元されている
のかは疑問である。研究成果を臨床現場に還元
し、実践され、その成果が本当に役立つもので
あるのかという検証がなされなければ、患者に
役立つ看護研究とは言えないと考える。「清拭」
が本来の形から簡略化され、看護師が担う役割
からも薄れつつあり、実験研究によってエビデ
ンスを明らかにしていく傾向がある現状におい
て、「清拭」がもつ意味をもう一度考えてみる
ことも大切ではないかと考える。
　「清拭」の目的は、単に身体を清潔に保つだ
けではなく、拭く行為によってもたらされる効
果、温熱刺激によってもたらされる効果、看護
者とのコミュニケーションによってもたらされ
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る効果など多岐にわたるものである。「温かい」
「気持ちよい」「さっぱりする」などの快の感覚
は、人を安心させ安楽をもたらし、気持ちを前
向きにすると言われている。また、生理学的に
は副交感神経優位となって自然治癒力に通ずる
ものである（川島，2020）。医療行為に依存せ
ず看護師独自に行える行為によって多くのメ
リットが期待できる「清拭」は、エビデンスと
しての可視化は難しく、変化も微細である。し
かし、看護による「気持ちいい」から生まれる
患者の回復力に影響をもたらすだけではなく、
行為の実践によって患者から「ありがとう」と
いう言葉をもらう看護師自身も、看護職として
の「やりがい」や「やる気」といった満足感を
与えていただいているのではないだろうか。
　従って、教育の視点としては、臨床現場で「清
拭」援助の提供される形が変容しようとも、基
本技術の原理原則を看護教育の柱として教授し
ていく必要があると考える。また、臨床経験豊
富な教員が臨床での「清拭」援助について経験
を語り、「清拭」援助の研究成果として可視化
できない有用性についても意識付けを行うこと
も必要であろう。更に、臨床での経験知を学生
に伝承していくためには、豊富な臨床経験をも
つ看護師の役割が大きく、臨地実習において学
生は受けち患者への看護実践を体感しつつ、経
験豊富な看護師が自身の看護実践を示すことで、
臨床での経験知に触れる機会となることが望ま
れる。

Ⅵ．結論

１．「清拭」研究の動向として、臨床において
患者・看護師の認識に関する研究は、対象
が患者から看護師へと変化し、内容も患者
満足度やケアの充実から看護師の満足度や
知識・技術を問うものへと変容しているこ
とが伺えた。

２．臨床における実験研究では、件数は少なく、
対象に対する倫理的な問題もあるため、臨
床現場で実験的な研究を実施することは困
難であることが考えられた。

Ⅶ．本研究の限界と課題

　今回は、「清拭」に関しての臨床における「清
拭」援助に焦点を当て、原著論文に限定して文
献検討したため、分析対象が20文献と少なかっ
た。したがって、動向を把握する限界があった。
今後は、「清拭」に関する研究結果がどのよう
に還元されているのか、特に臨床以外の場を
フィールドとした研究成果を臨床に役立つもの
にどう繋げていくかなどについて探究していき
たい。
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表
１

：
患

者
の

清
拭

に
対

す
る

認
識

と
身

体
へ

の
影

響
に

関
す

る
研

究

内
容
分
類

論
文

タ
イ

ト
ル

著
者

（
発

行
年

）
対

象
研

究
目

的
方

法
分

析
お

よ
び

結
果

文
献 No
.

胃
癌

術
後

患
者

の
清

潔
の

関
す

る
セ

ル
フ

ケ
ア

に
影

響
を

与
え

る
要

因

国
元

,加
藤

（
20

08
）

患
者 4名

術
後

4日
目

の
清

潔
ケ

ア
の

現
状

と
セ

ル
フ

ケ
ア

に
影

響
を

与
え

て
い

る
要

因
を

明
ら

か
に

し
、

今
後

の
看

護
介

入
へ

の
示

唆
を

得
る

参
加

観
察

と
半

構
成

的
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

術
後

4日
目

の
清

潔
ケ

ア
状

況
は

、
す

べ
て

自
分

で
行

っ
て

い
た

患
者

が
1名

、
看

護
師

の
介

助
で

行
っ

て
い

た
も

の
が

1名
で

、
残

り
の

2名
は

ケ
ア

を
行

っ
て

い
な

か
っ

た
。

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

で
語

ら
れ

た
内

容
を

質
的

帰
納

的
に

分
析

し
た

結
果

、
清

潔
セ

ル
フ

ケ
ア

に
影

響
を

与
え

る
要

因
は

【
身

体
的

要
因

】
【

環
境

的
要

因
】

【
精

神
的

要
因

】
と

い
う

カ
テ

ゴ
リ

ー
に

分
け

ら
れ

、
【

身
体

的
要

因
】

の
サ

ブ
カ

テ
ゴ

リ
ー

に
は

[創
痛

][創
痛

以
外

の
身

体
的

症
状

][ル
ー

ト
類

に
よ

る
活

動
制

限
][発

汗
に

よ
る

不
快

感
]、

【
環

境
的

要
因

】
の

サ
ブ

カ
テ

ゴ
リ

ー
に

は
[患

者
用

パ
ス

][説
明

・
指

導
][生

活
環

境
]、

【
精

神
的

要
因

】
の

サ
ブ

カ
テ

ゴ
リ

ー
に

は
[清

潔
に

関
す

る
欲

求
][不

安
感

][遠
慮

]な
ど

が
あ

っ
た

。

1

よ
り

よ
い

「
清

拭
」

へ
の

取
り

組
み

宇
井

（
20

09
）

看
護

師
47

名
患

者
73

名

看
護

師
の

「
清

拭
」

の
意

識
・

現
状

を
明

ら
か

に
す

る
と

同
時

に
患

者
の

満
足

度
も

明
ら

か
に

す
る

質
問

紙
調

査
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

で
意

見
交

換
、

患
者

ア
ン

ケ
ー

ト

採
用

1～
4年

の
看

護
師

を
対

象
に

「
清

拭
」

の
意

識
・

現
状

調
査

を
行

い
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
し

て
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

ま
た

患
者

に
「

清
拭

」
に

つ
い

て
の

満
足

度
調

査
を

実
施

し
10

0名
中

73
名

か
ら

回
答

を
得

た
。

回
収

は
看

護
師

64
名

中
47

名
(回

収
率

73
%

)で
あ

っ
た

。
清

拭
し

な
が

ら
患

者
に

い
つ

も
声

か
け

を
し

て
い

る
看

護
師

は
49

%
、

清
拭

に
つ

い
て

先
輩

の
指

導
を

受
け

て
い

な
い

看
護

師
は

47
%

も
お

り
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

周
知

も
十

分
で

は
な

か
っ

た
。

患
者

満
足

度
調

査
で

は
「

満
足

」
、

「
や

や
満

足
」

が
8割

を
占

め
た

が
、

「
方

法
」

、
「

タ
オ

ル
の

温
度

」
、

「
後

片
付

け
」

に
満

足
し

て
い

な
い

回
答

が
あ

り
、

「
看

護
師

の
言

葉
か

け
」

に
は

95
%

が
満

足
し

て
い

た
。

以
上

よ
り

「
知

識
・

技
術

の
不

足
」

と
「

OJ
Tの

機
能

不
足

」
が

示
唆

さ
れ

た
。

2

清
拭

の
援

助
に

対
す

る
患

者
の

思
い

を
知

る
 整

形
外

科
手

術
患

者
を

対
象

と
し

た
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
よ

り

賎
川

,岡
崎

濱
口

（
20

10
）

患
者

21
名

当
該

施
設

で
行

わ
れ

て
い

る
術

後
の

清
潔

ケ
ア

に
つ

い
て

の
患

者
の

思
い

を
明

ら
か

に
す

る
た

め

半
構

成
的

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

整
形

外
科

術
後

患
者

に
行

っ
て

い
る

清
潔

援
助

は
、

毎
日

の
全

身
清

拭
・

陰
部

洗
浄

に
加

え
、

4日
に

1回
洗

髪
、

術
後

10
日

目
に

抜
糸

後
の

シ
ャ

ワ
ー

浴
に

つ
い

て
患

者
が

ど
の

よ
う

に
思

っ
て

い
る

の
か

を
明

ら
か

に
す

る
た

め
、

シ
ャ

ワ
ー

浴
を

開
始

し
た

時
期

の
患

者
を

対
象

に
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

行
い

、
語

ら
れ

た
内

容
を

KJ
法

で
分

析
し

た
。

そ
の

結
果

、
【

清
潔

習
慣

の
変

化
】

【
清

潔
援

助
に

対
す

る
思

い
】

【
自

立
心

】
と

い
う

カ
テ

ゴ
リ

ー
が

抽
出

さ
れ

た
。

【
清

潔
援

助
に

対
す

る
思

い
】

の
サ

ブ
カ

テ
ゴ

リ
ー

に
は

[満
足

][不
満

足
][遠

慮
][羞

恥
心

][諦
め

]が
あ

り
、

【
自

立
心

】
の

サ
ブ

カ
テ

ゴ
リ

ー
に

は
[元

の
生

活
レ

ベ
ル

へ
の

欲
求

][自
立

へ
の

不
安

][自
立

の
喜

び
]が

あ
っ

た
。

3

入
院

患
者

の
清

拭
に

対
す

る
満

足
度

調
査

か
ら

得
ら

れ
た

今
後

の
方

向
性

畠
山

,齊
藤

,柴
（

20
11

）
患

者
18

6名
清

拭
に

関
す

る
満

足
度

を
明

ら
か

に
す

る
質

問
紙

調
査

に
よ

る
満

足
度

調
査

清
拭

を
必

要
と

す
る

3日
以

上
の

入
院

患
者

20
0名

を
対

象
に

、
タ

オ
ル

の
枚

数
・

タ
オ

ル
の

温
度

・
時

間
帯

・
清

拭
回

数
・

清
拭

時
の

室
温

・
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

配
慮

・
拭

き
方

に
対

す
る

満
足

度
に

つ
い

て
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

い
、

18
6名

の
有

効
回

答
を

得
た

(回
収

率
93

%
)。

各
項

目
と

も
78

～
86

%
の

患
者

が
満

足
し

て
い

た
が

、
タ

オ
ル

の
枚

数
・

清
拭

の
時

間
・

清
拭

時
の

室
温

は
不

満
を

感
じ

る
割

合
が

高
か

っ
た

。
清

拭
に

対
す

る
満

足
度

を
高

め
る

た
め

に
は

患
者

の
状

況
に

応
じ

た
援

助
を

計
画

し
追

加
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
思

わ
れ

た
。

4

患
者

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
合

わ
せ

た
清

拭
の

効
果

小
松

,佐
々

木
,

小
松

（
20

13
）

患
者

22
名

患
者

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

合
わ

せ
て

清
拭

時
間

の
調

整
を

行
う

こ
と

で
、

患
者

の
満

足
度

が
ど

の
よ

う
に

変
化

す
る

の
か

明
ら

か
に

す
る

介
入

研
究

に
よ

る
患

者
の

満
足

度
調

査

朝
の

申
し

送
り

終
了

後
、

各
チ

ー
ム

に
分

か
れ

部
屋

順
に

清
拭

を
実

施
し

て
い

た
が

、
患

者
の

満
足

度
調

査
で

は
、

【
身

体
を

拭
く

時
間

帯
】

の
項

目
で

22
名

中
7名

(3
2%

)が
「

ど
ち

ら
で

も
な

い
・

不
満

」
と

い
う

結
果

で
あ

っ
た

。
そ

こ
で

、
患

者
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
合

わ
せ

て
清

拭
時

間
の

調
整

を
行

う
っ

た
結

果
、

【
身

体
を

拭
く

時
間

帯
】

に
つ

い
て

22
名

中
19

名
(8

6%
)が

「
満

足
」

と
回

答
し

た
。

残
り

の
3名

は
「

ど
ち

ら
で

も
な

い
」

と
回

答
し

、
そ

の
理

由
は

「
リ

ハ
ビ

リ
後

で
も

良
い

」
で

あ
っ

た
。

5

＊
〇

の
中

の
数

字
は

文
献

数
文

献
検

索
期

間
の

前
半

（
20

08
～

20
13

年
）

患
者
の
認
識

⑤

表
１
　
患
者
の
清
拭
に
対
す
る
認
識
と
身
体
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
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表
１

：
患

者
の

清
拭

に
対

す
る

認
識

と
身

体
へ

の
影

響
に

関
す

る
研

究
（

つ
づ

き
）

内
容
分
類

論
文

タ
イ

ト
ル

著
者

（
発

行
年

）
対

象
研

究
目

的
方

法
分

析
お

よ
び

結
果

文
献 No
.

低
体

温
療

法
中

の
全

身
清

拭
に

よ
る

身
体

へ
の

影
響

里
見

,三
瀬

種
村

（
20

12
）

患
者

低
体

温
療

法
中

の
全

身
清

拭
に

よ
る

体
温

へ
の

影
響

を
明

ら
か

に
し

効
果

的
な

方
法

を
見

出
す

1分
ご

と
の

膀
胱

温
・

皮
膚

温
・

循
環

動
態

の
変

化
を

追
跡

調
査

低
体

温
療

法
中

の
全

身
清

拭
に

よ
る

体
温

へ
の

影
響

は
、

膀
胱

温
は

0.
4℃

。
平

均
皮

膚
温

は
最

大
1.

9℃
の

変
動

が
み

ら
れ

た
。

膀
胱

温
・

平
均

皮
膚

温
と

も
に

個
人

差
は

あ
る

が
、

清
拭

中
に

下
降

し
て

お
り

こ
れ

ら
の

温
度

変
化

は
清

拭
終

了
後

に
は

上
昇

し
て

お
り

気
化

熱
に

よ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
膀

胱
温

に
関

し
て

は
、

1～
4分

後
に

は
清

拭
開

始
時

体
温

に
戻

っ
て

お
り

、
清

拭
開

始
時

と
終

了
時

の
膀

胱
温

の
差

は
0.

2℃
で

あ
っ

た
。

急
激

な
復

温
は

様
々

な
合

併
症

を
来

す
と

い
わ

れ
て

い
る

が
そ

の
範

囲
か

ら
は

逸
脱

し
て

は
い

な
い

。
血

圧
に

も
若

干
の

変
動

は
認

め
た

が
、

そ
の

後
循

環
動

態
は

安
定

し
て

い
た

。
以

上
の

こ
と

か
ら

、
現

在
行

っ
て

い
る

全
身

清
拭

の
方

法
は

、
身

体
へ

の
侵

襲
が

少
な

く
低

体
温

療
法

中
で

も
行

う
こ

と
が

で
き

る
と

考
え

る
。

6

急
性

心
筋

梗
塞

患
者

の
清

拭
・

更
衣

動
作

に
よ

る
心

筋
酸

素
消

費
量

を
最

小
に

す
る

た
め

の
援

助

川
村

（
20

13
）

患
者 1名

60
代

男
性

清
拭

中
の

心
筋

酸
素

消
費

量
（

PR
P）

測
定

pe
ak

 C
PK

値
を

過
ぎ

た
PC

I後
1日

目
よ

り
ケ

ア
計

画
に

従
い

、
清

拭
援

助
を

開
始

し
心

筋
酸

素
消

費
量

(P
RP

)を
測

定
し

た
。

RR
Pは

1、
2日

目
の

全
介

助
下

で
清

拭
中

か
ら

上
昇

し
た

が
清

拭
後

速
や

か
に

回
復

し
、

胸
部

症
状

、
不

整
脈

の
出

現
は

認
め

な
か

っ
た

。
1日

目
の

清
拭

中
側

臥
位

時
の

み
PR

Pは
減

少
し

た
。

心
拍

数
、

PR
Pは

3、
4日

目
の

部
分

介
助

下
で

清
拭

中
か

ら
20

%
以

上
上

昇
し

、
清

拭
後

速
や

か
に

回
復

せ
ず

、
特

に
4日

目
の

清
拭

中
で

は
動

機
、

呼
吸

困
難

感
、

モ
ニ

タ
ー

上
で

は
心

室
性

期
外

収
縮

を
認

め
た

。

7

IC
U入

室
中

に
お

け
る

患
者

の
ス

ト
レ

ス
に

つ
い

て
全

身
清

拭
に

よ
る

唾
液

ア
ミ

ラ
ー

ゼ
値

の
検

証

新
妻

,伊
藤

佐
藤

（
20

17
）

患
者

80
名

IC
U入

室
中

患
者

に
全

身
清

拭
が

与
え

る
ス

ト
レ

ス
に

つ
い

て
明

ら
か

に
す

る

清
拭

前
後

の
唾

液
ア

ミ
ラ

ー
ゼ

測
定

清
拭

前
よ

り
清

拭
終

了
時

に
唾

液
ア

ミ
ラ

ー
ゼ

値
が

上
昇

し
た

患
者

は
35

名
(男

性
20

名
、

女
性

15
名

)で
、

変
動

し
な

か
っ

た
患

者
は

5名
、

低
下

し
た

患
者

は
40

名
で

あ
っ

た
。

80
名

中
、

処
置

あ
り

の
患

者
は

21
名

と
な

っ
た

。
清

拭
前

よ
り

終
了

時
に

唾
液

ア
ミ

ラ
ー

ゼ
値

が
上

昇
し

た
群

と
低

下
し

た
群

で
は

有
意

差
が

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
唾

液
ア

ミ
ラ

ー
ゼ

値
が

上
昇

し
た

群
の

処
置

を
行

っ
た

患
者

と
行

っ
て

い
な

か
っ

た
患

者
で

は
有

意
差

が
認

め
ら

れ
た

。
清

拭
前

よ
り

終
了

時
に

唾
液

ア
ミ

ラ
ー

ゼ
値

が
上

昇
し

た
群

の
男

女
差

で
有

意
差

が
認

め
ら

れ
た

。
意

識
レ

ベ
ル

JC
S清

明
～

Iの
前

後
比

の
男

女
差

で
有

意
差

が
認

め
ら

れ
た

。

8

大
動

脈
バ

ル
ン

パ
ン

ピ
ン

グ
装

着
患

者
篇

の
清

拭
の

効
果

　
自

律
神

経
活

動
と

患
者

の
語

り
の

調
査

よ
り

櫻
井

,井
上

（
20

11
）

患
者 8名

IA
BP

装
着

患
者

へ
の

清
拭

に
つ

い
て

、
患

者
の

評
価

を
量

的
・

質
的

デ
ー

タ
か

ら
苦

痛
緩

和
に

有
効

な
清

拭
を

検
討

す
る

量
：

ア
ミ

ラ
ー

ゼ
、

心
拍

変
動

質
：

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

量
デ

ー
タ

は
唾

液
ア

ミ
ラ

ー
ゼ

活
性

と
心

拍
変

動
の

高
周

波
成

分
(0

.1
5-

0.
40

Hz
)と

し
、

清
拭

前
後

の
分

析
に

は
W

ilc
ox

on
符

号
付

順
位

和
検

定
を

使
用

し
た

。
質

デ
ー

タ
は

患
者

の
体

験
と

し
て

質
的

・
帰

納
的

に
分

析
し

、
分

析
し

て
得

ら
れ

た
カ

テ
ゴ

リ
ー

の
分

類
に

Do
na

be
di

an
の

枠
組

み
を

使
用

し
た

。
量

デ
ー

タ
を

清
拭

前
後

で
比

較
し

た
結

果
、

唾
液

ア
ミ

ラ
ー

ゼ
活

性
が

低
下

を
示

し
た

の
は

全
8場

面
中

5場
面

で
、

清
拭

前
後

の
変

化
に

有
意

差
は

な
か

っ
た

(p
=.

86
6)

。
ま

た
心

拍
変

動
の

高
周

波
成

分
の

変
化

が
上

昇
を

示
し

た
の

も
全

8場
面

中
5場

面
で

、
有

意
差

は
な

か
っ

た
(p

=.
16

1)
。

質
デ

ー
タ

を
分

析
し

た
結

果
、

自
律

神
経

活
動

の
変

化
で

快
適

さ
が

示
さ

れ
た

患
者

も
、

清
拭

方
法

に
負

の
評

価
を

示
す

こ
と

や
、

清
拭

を
不

快
な

体
験

と
捉

え
る

こ
と

が
あ

っ
た

。
ま

た
自

律
神

経
活

動
の

変
化

で
快

適
さ

が
示

さ
れ

な
か

っ
た

患
者

も
、

看
護

師
の

気
遣

い
を

感
じ

、
安

心
や

信
頼

が
示

さ
れ

る
こ

と
が

あ
っ

た
。

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

清
拭

は
、

快
適

さ
だ

け
で

な
く

不
快

さ
を

提
供

す
る

可
能

性
も

あ
る

が
、

看
護

師
が

安
楽

を
提

供
し

よ
う

と
す

る
こ

と
で

、
患

者
が

安
楽

に
な

る
力

を
得

て
い

る
こ

と
も

示
唆

さ
れ

た
。

ま
た

循
環

動
態

を
管

理
す

る
知

識
は

、
自

信
を

持
っ

て
IA

BP
患

者
を

動
か

す
た

め
に

必
要

で
あ

る
が

、
患

者
が

看
護

師
を

信
頼

し
安

楽
に

な
る

た
め

に
も

重
要

で
あ

る
こ

と
が

示
唆

さ
れ

た
。

9

術
後

侵
襲

下
に

あ
る

患
者

に
全

身
清

拭
が

及
ぼ

す
影

響
　

胸
腔

鏡
下

肺
葉

切
除

を
受

け
た

患
者

の
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

の
推

移
か

ら
の

検
討

吉
田

,小
沢

荒
木

（
20

12
）

患
者

24
名

全
身

清
拭

が
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

や
温

度
感

覚
に

与
え

る
影

響
を

明
ら

か
に

す
る

清
拭

前
、

直
後

、
終

了
後

(5
分

,1
0分

,2
0

分
,3

0分
)に

バ
イ

タ
ル

と
温

度
感

覚
の

主
観

的
評

価

清
拭

前
、

直
後

、
終

了
後

5分
、

10
分

、
20

分
、

30
分

に
体

温
、

観
血

的
血

圧
、

心
拍

数
、

呼
吸

数
は

、
全

て
の

時
間

経
過

に
お

い
て

1℃
以

上
の

変
化

は
み

ら
れ

ず
、

鼓
膜

温
、

体
表

温
と

も
有

意
差

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

観
血

的
血

圧
の

変
化

は
10

m
m

Hg
範

囲
内

で
あ

っ
た

。
心

拍
数

は
時

間
経

過
別

で
は

10
回

/分
以

上
の

変
動

の
あ

る
患

者
は

い
な

か
っ

た
が

、
5分

後
か

ら
心

拍
数

が
減

少
す

る
傾

向
が

み
ら

れ
た

。
呼

吸
数

は
清

拭
前

後
で

変
化

が
な

か
っ

た
。

清
拭

前
に

比
べ

、
直

後
に

温
か

い
と

感
じ

た
の

は
5名

、
寒

い
と

感
じ

た
の

は
5名

で
あ

っ
た

。
ま

た
、

温
度

感
覚

に
関

す
る

患
者

の
主

観
的

評
価

の
聞

き
取

り
調

査
で

は
、

4名
が

清
拭

終
了

後
30

分
に

寒
い

と
答

え
て

い
た

。

10

＊
〇

の
中

の
数

字
は

文
献

数
文

献
検

索
期

間
の

前
半

（
20

08
～

20
13

年
）

身
体

へ
の
影
響
③

身
体
・
認
識

へ
の
影
響

②

表
１
　
患
者
の
清
拭
に
対
す
る
認
識
と
身
体
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
（
つ
づ
き
）
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表
２
：
看
護
師
の
清
拭
に
対
す
る
認
識
と
そ
の
実
態
に
関
す
る
研
究

内
容
分
類

論
文
タ
イ
ト
ル

著
者

（
発
行
年
）

対
象

研
究
目
的

方
法

分
析
お
よ
び
結
果

文
献 No
.

泡
沫
状
洗
浄
剤
清
拭
と
蒸

し
タ
オ
ル
清
拭
に
お
い
て

皮
膚
変
化
と
爽
快
感
に
つ

い
て
の
比
較
検
討

坂
本
,福
毛

高
橋

（
20
08
）

看
護
師

23
0名

健
常
者

33
名

病
棟
で
行
わ
れ
て
い
る
、
清
拭
方

法
、
そ
の
選
択
理
由
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
。
〔
さ
ら
に
、
清
拭

方
法
に
よ
る
皮
膚
変
化
の
違
い
、

爽
快
感
に
つ
い
て
調
査
す
る
〕

質
問
紙
調
査

＊
〔
実
験
〕

病
棟
看
護
師
を
対
象
に
、
清
拭
方
法
、
そ
の
選
択
理
由
に
つ
い
て
質
問
紙
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
方
法
は
蒸
し
タ
オ
ル
が
一
番
多
く
、
次
い
で
泡
沫
状
洗

浄
剤
で
あ
り
、
理
由
は
「
患
者
の
汚
れ
の
程
度
」
「
患
者
希
望
」
が
多
か
っ
た
。
＊
〔
成
人
33
名
を
対
象
に
、
右
背
部
・
上
肢
を
蒸
し
タ
オ
ル
で
、
左
背

部
・
上
肢
を
泡
沫
状
洗
浄
剤
で
清
拭
し
、
皮
膚
変
化
の
違
い
、
爽
快
感
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
水
分
量
、
経
表
皮
水
分
蒸
散
量
、
PH
値
、
皮
膚
表
面
の
粗

さ
、
滑
ら
か
さ
、
鱗
屑
、
し
わ
を
測
定
し
数
値
化
し
た
結
果
、
清
拭
直
後
は
泡
沫
状
洗
浄
剤
清
拭
の
方
が
有
意
に
水
分
量
が
多
か
っ
た
が
、
経
表
皮
水
分
蒸

散
量
は
高
か
っ
た
。
30
分
後
は
蒸
し
タ
オ
ル
清
拭
の
方
が
有
意
に
滑
ら
か
に
な
っ
た
。
し
わ
・
粗
さ
・
鱗
屑
・
PH
に
差
は
認
め
な
か
っ
た
。
爽
快
感
に
つ

い
て
は
、
泡
沫
状
洗
浄
剤
清
拭
で
有
意
に
ス
ー
ス
ー
・
ヌ
ル
ヌ
ル
・
ひ
ん
や
り
し
た
感
じ
等
の
刺
激
や
感
触
、
臭
い
が
感
じ
ら
れ
た
。
ど
ち
ら
が
良
い
か
の

2択
で
は
、
や
や
泡
沫
状
洗
浄
剤
の
方
が
多
か
っ
た
。
〕

11

看
護
師
が
臨
床
で
行
な
っ

て
い
る
清
潔
ケ
ア
に
関
す

る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
特
徴

清
拭
に
焦
点
を
当
て
て

一
色
,松
山

（
20
09
）

看
護
師

4名
看
護
師
が
臨
床
で
行
な
っ
て
い
る

清
潔
ケ
ア
に
関
す
る
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

特
徴
を
考
察
す
る
こ
と

半
構
成
的
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー

質
的
機
能
的
分

析

5年
以
上
の
臨
床
経
験
年
数
を
有
し
、
過
去
半
年
以
内
に
日
常
的
に
清
拭
を
行
な
っ
て
い
た
看
護
師
を
対
象
に
、
半
構
成
的
面
接
を
行
い
質
的
帰
納
的
に
分

析
し
た
。
面
接
の
逐
語
録
か
ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
内
容
を
表
わ
す
文
脈
を
抽
出
し
、
コ
ー
ド
化
、
カ
テ
ゴ
リ
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
看
護
師
が
臨
床
で
行
な
っ

て
い
る
清
潔
ケ
ア
に
関
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
内
容
に
つ
い
て
6カ

テ
ゴ
リ
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
か
ら
は
、
看
護
師
は
観
察
か
ら
得
た
患

者
の
状
態
や
、
看
護
師
の
援
助
経
験
、
自
身
の
経
験
な
ど
を
根
拠
と
し
た
り
、
病
棟
の
ル
ー
ル
・
習
慣
や
雰
囲
気
、
業
務
量
、
設
備
な
ど
の
看
護
師
を
取
り

巻
く
環
境
を
根
拠
と
し
た
り
し
て
、
状
況
に
即
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
示
唆
さ
れ
た
。
ま
た
、
看
護
師
は
患
者
の
心
身
に
及

ぼ
す
危
険
性
や
援
助
の
有
効
性
を
推
測
し
た
り
、
患
者
の
現
在
の
状
況
を
即
座
に
判
断
・
解
釈
し
た
り
し
て
、
最
善
の
清
潔
ケ
ア
の
提
供
に
向
け
た
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
示
唆
さ
れ
た
。

12

よ
り
よ
い
「
清
拭
」
へ
の

取
り
組
み

宇
井

（
20
09
）

看
護
師

47
名

患
者
73
名

看
護
師
の
「
清
拭
」
の
意
識
・
現

状
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
患

者
の
満
足
度
も
明
ら
か
に
す
る

質
問
紙
調
査
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
意
見
交
換
、

患
者
ア
ン
ケ
ー

ト

採
用
1～

4年
の
看
護
師
を
対
象
に
「
清
拭
」
の
意
識
・
現
状
調
査
を
行
い
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
患
者
に
「
清
拭
」
に
つ
い
て

の
満
足
度
調
査
を
実
施
し
10
0名

中
73
名
か
ら
回
答
を
得
た
。
回
収
は
看
護
師
64
名
中
47
名
(回
収
率
73
%
)で
あ
っ
た
。
清
拭
し
な
が
ら
患
者
に
い
つ
も
声

か
け
を
し
て
い
る
看
護
師
は
49
%
、
清
拭
に
つ
い
て
先
輩
の
指
導
を
受
け
て
い
な
い
看
護
師
は
47
%
も
お
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
周
知
も
十
分
で
は
な
か
っ

た
。
患
者
満
足
度
調
査
で
は
「
満
足
」
、
「
や
や
満
足
」
が
8割

を
占
め
、
「
看
護
師
の
言
葉
か
け
」
に
は
95
%
が
満
足
し
て
い
た
が
、
「
方
法
」
「
タ
オ
ル

の
温
度
」
「
後
片
付
け
」
に
満
足
し
て
い
な
い
回
答
が
あ
っ
た
。
以
上
よ
り
「
知
識
・
技
術
の
不
足
」
と
「
OJ
Tの

機
能
不
足
」
が
示
唆
さ
れ
た
。

2

デ
ル
フ
ァ
イ
法
に
よ
る
臨

床
現
場
が
求
め
る
全
身
清

拭
の
知
識
項
目
に
関
す
る

調
査
研
究

中
川
,山
内

（
20
14
）

看
護
師

第
1回

調
査

55
名

第
2回

調
査

49
名

第
3回

調
査

39
名

臨
床
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
知
識

項
目
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
、
看
護

基
礎
教
育
に
お
け
り
全
身
清
拭
に

関
す
る
教
育
へ
の
示
唆
を
得
る

質
問
紙
調
査

（
デ
ル
フ
ァ
イ

法
を
用
い
た
量

的
記
述
的
研

究
）

全
身
清
拭
の
知
識
項
目
13
9項

目
中
10
5項

目
が
51
%
以
上
の
同
意
と
な
っ
た
。
同
意
率
の
分
類
で
は
大
項
目
<入

浴
禁
忌
の
条
件
>、

<清
潔
援
助
方
法
の
選

択
を
判
断
す
る
た
め
の
観
察
の
視
点
>、

<入
浴
動
作
に
伴
う
循
環
器
・
呼
吸
器
へ
の
影
響
>、

<全
身
清
拭
実
施
時
の
留
意
点
>の

う
ち
52
項
目
の
小
項
目

が
高
い
同
意
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
51
%
以
上
の
同
意
に
い
た
ら
な
か
っ
た
知
識
項
目
は
、
13
9項

目
中
34
項
目
で
<全

身
清
拭
実
施
時
の
必
要
物
品
>、

<全
身
清
拭
の
手
順
>の

項
目
で
あ
っ
た
。
以
上
の
結
果
か
ら
、
患
者
の
状
態
判
断
と
判
断
の
た
め
の
観
察
の
必
要
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
重
症
患
者
が
増
え
今
ま

で
以
上
に
観
察
力
と
判
断
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
の
必
要
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
一
方
、
51
%
以

上
の
同
意
に
い
た
ら
な
か
っ
た
知
識
項
目
に
つ
い
て
は
、
看
護
の
原
理
・
原
則
を
踏
ま
え
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

13

大
規
模
病
院
の
入
院
患
者

へ
の
全
身
清
拭
に
つ
い
て

の
、
看
護
師
の
満
足
度
に

関
す
る
調
査

M
at

su
m

ur
a,

Fu
ka

i
（
20
18
）

看
護
師

1,
03
0名

全
身
清
拭
の
実
態
と
、
ケ
ア
行
為

に
対
す
る
看
護
師
の
満
足
度
、
看

護
師
が
感
じ
て
い
る
患
者
の
認
識

を
把
握
す
る

質
問
紙
調
査

1)
全
身
清
拭
の
な
か
で
は
、
蒸
し
タ
オ
ル
清
拭
は
約
8割

と
最
も
多
く
実
施
さ
れ
て
い
た
。
2)
半
数
以
上
の
看
護
師
は
自
身
の
ケ
ア
行
為
に
満
足
し
て
お
ら

ず
、
入
院
患
者
も
満
足
し
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
た
。
3)
自
身
の
ケ
ア
行
為
に
看
護
師
が
満
足
し
て
い
な
い
の
は
、
業
務
の
多
忙
さ
、
人
員
不
足
、
不
十
分

な
清
拭
効
果
な
ど
の
理
由
で
あ
っ
た
。
看
護
師
は
蒸
し
タ
オ
ル
数
本
に
よ
る
全
身
清
拭
で
は
効
果
的
に
ケ
ア
が
提
供
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
ジ
レ
ン
マ
を
感

じ
て
い
た
。
ま
た
、
看
護
師
は
以
前
か
ら
の
慣
習
で
、
ケ
ア
行
為
を
行
っ
て
い
る
実
態
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

14

看
護
師
に
と
っ
て
の
清
拭

の
意
味
　
清
拭
の
エ
ス
ノ

グ
ラ
フ
ィ
ー

澁
谷

（
20
19
）

看
護
師

33
名

一
般
病
院

(消
化
器
外

科
,緩
和
ケ

ア
病
棟
)

看
護
師
が
清
拭
を
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
実
践
し
て
い
る
の
か
を
明
ら

か
に
す
る

エ
ス
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー

参
加
観
察
と
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

看
護
師
は
、
清
拭
を
[患
者
に
快
を
与
え
ら
れ
る
]技
術
と
し
て
、
専
門
的
知
識
を
活
用
し
て
創
造
的
に
実
践
し
て
い
た
。
ま
た
、
患
者
と
の
感
覚
の
共
有
に

よ
っ
て
、
よ
り
深
く
患
者
と
か
か
わ
る
こ
と
で
[患
者
が
み
え
る
]と
捉
え
て
い
た
。
看
護
師
は
清
拭
を
看
護
実
践
に
は
欠
か
せ
な
い
技
術
だ
と
認
識
し
[清
拭

し
な
い
で
看
護
し
た
と
は
い
え
な
い
]と
考
え
て
い
た
。
結
論
:清
拭
は
、
安
楽
の
提
供
と
い
う
看
護
師
の
役
割
を
遂
行
す
る
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
看

護
職
と
し
て
の
自
信
や
や
り
が
い
、
誇
り
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
技
術
で
あ
る
。
清
拭
は
、
看
護
師
が
自
分
の
価
値
観
や
信
念
を
込
め
、
専
門
的
創
造
的

自
律
的
に
実
践
で
き
る
技
術
で
あ
り
、
看
護
の
専
門
性
が
発
露
さ
れ
る
、
看
護
実
践
の
拠
り
所
と
な
る
技
術
で
あ
る
。

15

＊
〇
の
中
の
数
字
は
文
献
数

文
献
検
索
期
間
の
前
半
（
20
08
～
20
13
年
）

表
中
の
＊
〔
　
　
〕
は
非
臨
床
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
研
究
内
容

看
護
師
の

認
識 ⑥

＊

表
２
　
看
護
師
の
清
拭
に
対
す
る
認
識
と
そ
の
実
態
に
関
す
る
研
究
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表
３

：
清

拭
に

関
す

る
実

験
研

究

内
容
分
類

論
文

タ
イ

ト
ル

著
者

（
発

行
年

）
対

象
研

究
目

的
方

法
分

析
お

よ
び

結
果

文
献 No
.

清
拭

タ
オ

ル
の

管
理

の
見

直
し

　
不

快
な

く
使

用
す

る
た

め
に

瀬
川

,秋
山

佐
藤

（
20

08
）

患
者

・
家

族
8名 看
護

師
21

名

清
拭

タ
オ

ル
を

不
快

な
く

使
用

す
る

た
め

の
管

理
方

法
の

見
直

し
質

問
紙

調
査

、
タ

オ
ル

の
細

菌
の

検
出

（
見

直
し

介
入

前
後

）

清
拭

タ
オ

ル
の

清
潔

に
つ

い
て

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
た

結
果

、
ス

タ
ッ

フ
の

半
数

以
上

が
「

汚
い

」
と

思
い

、
そ

の
う

ち
臭

い
に

対
す

る
不

快
感

を
持

つ
人

は
67

%
で

あ
っ

た
。

培
養

の
結

果
、

清
拭

車
本

体
の

中
か

ら
菌

は
検

出
さ

れ
な

か
っ

た
が

、
清

拭
タ

オ
ル

か
ら

は
さ

ま
ざ

ま
な

常
在

菌
が

多
く

検
出

さ
れ

た
。

24
時

間
加

温
、

洗
濯

後
乾

燥
、

10
分

間
消

毒
の

各
方

法
で

改
善

を
試

み
た

結
果

、
い

ず
れ

の
方

法
で

も
常

在
菌

が
減

少
し

、
特

に
消

毒
し

た
タ

オ
ル

か
ら

は
菌

が
検

出
さ

れ
な

か
っ

た
。

ま
た

改
善

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
で

は
、

ス
タ

ッ
フ

18
名

、
患

者
あ

る
い

は
家

族
13

名
と

も
不

快
に

感
じ

る
割

合
が

減
少

し
た

。
消

毒
時

間
を

変
更

す
る

方
法

は
コ

ス
ト

が
か

か
ら

ず
、

看
護

補
助

員
の

業
務

に
も

支
障

を
与

え
な

い
た

め
、

最
も

取
り

入
れ

や
す

い
方

法
で

あ
る

と
思

わ
れ

た
。

16

当
院

の
清

拭
タ

オ
ル

と
清

拭
車

に
行

っ
た

細
菌

検
査

の
報

告

斎
藤

,細
川

北
澤

（
20

14
）

物
品

清
拭

車
・

清
拭

タ
オ

ル
の

細
菌

検
査

検
体

の
培

養
検

査
作

成
直

後
の

清
拭

タ
オ

ル
と

、
清

拭
車

の
表

面
(フ

タ
の

表
面

)、
清

拭
車

の
内

側
お

よ
び

注
水

口
の

中
か

ら
ス

ワ
ブ

法
で

検
体

を
採

取
し

た
。

清
拭

タ
オ

ル
に

つ
い

て
は

、
作

成
し

て
数

分
後

の
タ

オ
ル

か
ら

Ba
cil

lu
s属

が
検

出
さ

れ
た

。
清

拭
車

に
つ

い
て

は
、

注
水

タ
ン

ク
か

ら
加

温
庫

内
に

通
じ

る
部

分
で

Ac
in

et
ob

ac
te

r属
と

Ps
eu

do
m

on
as

 o
ry

zih
ab

ita
ns

が
検

出
さ

れ
た

。
清

拭
車

の
表

面
と

清
拭

車
の

タ
オ

ル
設

置
部

分
か

ら
細

菌
は

検
出

さ
れ

な
か

っ
た

。

17

夏
期

に
お

け
る

清
拭

タ
オ

ル
の

冷
め

に
く

さ
の

検
討

簡
単

ク
ロ

ス
の

有
効

性

橋
本

,中
村

平
岡

（
20

09
）

患
者 3名

全
身

清
拭

時
の

簡
単

ク
ロ

ス
の

温
度

の
変

化
を

測
定

し
、

従
来

の
清

拭
タ

オ
ル

と
の

比
較

か
ら

そ
の

効
果

を
検

討
す

る

全
身

清
拭

時
の

簡
単

ク
ロ

ス
の

温
度

変
化

の
測

定

ウ
ォ

ッ
シ

ュ
ク

ロ
ス

を
用

い
て

作
成

し
た

清
拭

タ
オ

ル
(簡

単
ク

ロ
ス

)の
効

果
を

、
従

来
の

清
拭

タ
オ

ル
と

の
比

較
か

ら
検

討
し

た
。

そ
の

結
果

、
従

来
の

タ
オ

ル
に

比
べ

て
コ

ン
パ

ク
ト

に
た

た
み

や
す

く
、

厚
み

が
出

せ
る

簡
単

ク
ロ

ス
は

温
度

低
下

が
緩

徐
で

冷
め

に
く

い
こ

と
か

ら
、

患
者

に
不

快
を

与
え

な
い

タ
オ

ル
で

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

18

国
内

医
療

施
設

を
対

象
と

し
た

患
者

清
拭

タ
オ

ル
の

管
理

に
関

す
る

実
態

調
査

鎌
田

,菅
原

（
20

16
）

78
施

設
患

者
清

拭
タ

オ
ル

の
管

理
方

法
に

つ
い

て
そ

の
現

状
を

明
ら

か
に

す
る

質
問

紙
調

査
61

施
設

で
再

生
使

用
タ

オ
ル

が
導

入
さ

れ
、

34
施

設
で

デ
ィ

ス
ポ

ー
ザ

ブ
ル

の
清

拭
タ

オ
ル

が
導

入
さ

れ
て

い
た

。
再

生
使

用
タ

オ
ル

の
洗

濯
に

は
外

部
委

託
業

者
に

依
頼

し
て

い
る

施
設

と
自

施
設

で
実

施
し

て
い

る
施

設
が

あ
り

、
洗

濯
工

程
に

熱
水

以
外

の
清

毒
工

程
が

組
み

込
ま

れ
て

い
る

施
設

は
半

数
以

下
で

あ
っ

た
。

一
方

、
半

数
以

上
が

、
再

生
使

用
タ

オ
ル

の
使

用
期

限
を

決
め

て
い

た
。

最
も

多
く

使
用

さ
れ

て
い

る
加

温
器

具
は

電
動

式
蒸

気
加

温
器

(清
拭

車
)だ

っ
た

。
結

論
:再

生
使

用
タ

オ
ル

を
使

用
し

て
い

る
施

設
が

半
数

以
上

を
占

め
た

。
菌

の
繁

殖
を

防
ぐ

た
め

多
く

の
施

設
で

湿
潤

、
加

温
し

た
後

の
再

生
タ

オ
ル

の
時

間
管

理
が

さ
れ

て
い

た
が

、
洗

濯
工

程
の

管
理

、
搬

入
か

ら
使

用
ま

で
の

管
理

に
お

い
て

は
課

題
が

み
ら

れ
た

。

19

清
拭

用
ほ

っ
と

ク
ロ

ス
を

用
い

た
入

院
患

者
へ

の
清

拭
の

有
効

性
お

よ
び

そ
の

効
率

性
と

看
護

師
の

負
担

に
関

す
る

研
究

佐
藤

,安
保

,澤
（

20
19

）
患

者
看

護
師

「
清

拭
ほ

っ
と

ク
ロ

ス
」

と
従

来
の

清
拭

方
法

と
比

較
検

討
す

る
準

実
験

研
究

（
質

問
紙

調
査

）

質
問

紙
調

査
に

よ
る

綿
タ

オ
ル

と
保

温
性

の
あ

る
不

織
布

タ
オ

ル
 の

比
較

を
 W

ilc
ox

on
 の

符
号

順
位

検
定

で
解

析
し

，
p＜

0.
05

 を
 有

意
差

あ
り

と
し

た
。

自
由

記
述

項
目

は
、

質
的

統
合

法
（

KJ
 法

）
を

用
い

た
作

業
過

程
（

ラ
ベ

ル
作

り
，

グ
ル

ー
プ

編
成

，
図

解
 化

，
叙

述
化

の
段

階
）

を
経

て
分

析
を

行
っ

た
。

患
者

の
評

価
で

は
[温

か
さ

][肌
ざ

わ
り

][気
持

ち
よ

さ
]の

数
値

が
従

来
法

に
比

べ
て

有
意

に
高

か
っ

た
。

効
率

性
は

従
来

法
に

比
べ

て
有

意
に

高
く

、
看

護
師

の
負

担
感

は
有

意
に

低
か

っ
た

。

20

＊
〇

の
中

の
数

字
は

文
献

数
文

献
検

索
期

間
の

前
半

（
20

08
～

20
13

年
）

感
染
②

物
品
の
検
証

お
よ
び
管
理

③

表
３
　
清
拭
に
関
す
る
実
験
研
究
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